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3. 「ヒートアイランド監視報告 2015」のまとめ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各都市における長期変化傾向（統計開始から 2015年までの統計による調査結果） 
【都市の高温化】 

○各都市では、都市化による気温の長期的な上昇傾向がみられ、特に日最低気温が大きい。 

○気温の長期的な上昇は、夏に最小となる都市が多い。 

○都市化率が大きい地点ほど気温の上昇率が大きい。 

○各都市では、冬日は減少し、熱帯夜や猛暑日、真夏日は増加している。 

【都市の乾燥化】 

○各都市では、都市化による相対湿度の長期的な低下傾向がみられる。 

○相対湿度の低下率は、秋や冬に最大となる都市、梅雨時期に最小となる都市が多い。 

○都市化率が大きい地点ほど相対湿度の低下率が大きい。 

○各都市では、霧日数は減少している。 

【都市での降水量】 

○各都市では、大雨や短時間強雨の有意な長期変化傾向はみられない。 

 
都市気候モデルによる解析結果 

【2015年 8月】 
○関東地方では、東京都心部から埼玉県東部で都市化の影響が明瞭に現れていた。 

○近畿地方では、大阪平野東部で都市化の影響が明瞭に現れていた。 

○東海地方では、愛知県西部で都市化の影響が明瞭に現れていた。 

○2015年 8月は、各地方とも最近7年間の中では都市化の影響が比較的小さかった。 
○猛暑日の続いた 2015年 8月上旬は、各地方とも都市化の影響が明瞭に現れていた。 

 ○都市化の影響は日中より夜間の方が大きかった。 

【夏と冬の比較】 

○都市化の影響は夏より冬の方が大きい。 
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